
─
２
０
２
１
年
１
月
の
中
央
教
育
審

議
会
で
も
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
、「
活

用
自
体
が
目
的
で
な
い
こ
と
に
留
意
が

必
要
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
目
的
化
し
て
い

る
状
況
を
、
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す
か
。

宮
重
　
公
立
高
校
の
場
合
、
コ
ロ
ナ
禍

も
相
ま
っ
て
、
急
速
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の

整
備
に
戸
惑
っ
て
い
る
教
師
が
多
い
の

は
事
実
で
す
。
目
的
が
あ
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
使
う
と
い
う
よ
り
も
、
と
り
あ
え
ず

使
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
意
識

と
か
ら
想
像
す
る
と
、
生
徒
の
資
質
・

能
力
の
育
成
を
意
識
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
普
及
に
は
、
ま
だ
時
間
が
か
か
る
と

考
え
ま
す
。

─
そ
う
し
た
状
況
を
変
え
る
た
め
に

は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

米
田
　
ま
ず
は
、
何
の
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
使
う
の
か
と
い
う
こ
と
を
整
理
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
目
的
は
、
授
業
や

校
務
の
効
率
化
と
、
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
を
通
じ
た
資
質
・
能
力
の

育
成
だ
と
思
い
ま
す
が
、
自
校
で
は
何

に
力
点
を
置
く
の
か
を
校
内
で
議
論
・

共
有
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
手
段
と
し
て
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
教
師
も
ま
だ
ま
だ
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

米
田
　
既
に
一
部
の
教
師
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

積
極
的
に
使
っ
て
授
業
改
善
に
役
立
て

て
お
り
、
今
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
ど
の

よ
う
に
学
校
全
体
に
広
げ
て
い
け
ば
よ

い
の
か
を
模
索
し
て
い
る
段
階
な
の
だ

と
思
い
ま
す
。

藏
下
　
本
校
で
は
、
19
年
度
か
ら
Ｂ
Ｙ

Ｏ
Ｄ
で
１
人
１
台
端
末
を
実
現
し
て
い

ま
す
が
、
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
た
ば
か
り

の
頃
は
、
ま
だ
チ
ョ
ー
ク
＆
ト
ー
ク
主

体
の
一
斉
授
業
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
か
ら
授
業
の
形
が
変
わ
る
ま

で
、
そ
れ
な
り
の
時
間
が
か
か
っ
た
こ

の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
「
コ
ネ
ク

シ
ョ
ン
」
に
注
目
す
る
こ
と
も
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に

よ
っ
て
、
教
師
、
生
徒
、
保
護
者
、
そ

し
て
地
域
が
双
方
向
に
つ
な
が
る
こ
と

で
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
力
を
う
ま
く
活
用
す

れ
ば
、
学
校
を
軸
に
多
様
な
関
係
性
を

構
築
し
、
そ
れ
ら
の
関
係
性
を
ど
の
よ

う
に
学
び
に
つ
な
げ
て
い
く
か
を
考
え

る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

宮
重
　
青
森
県
は
今
年
、
１
人
１
台
端

末
が
整
備
さ
れ
た
ば
か
り
で
す
。
そ
う

し
た
学
校
で
は
、
ま
ず
は
使
う
こ
と
が

目
的
に
な
っ
て
も
よ
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
本
校
で
も
、
育
成
を
目
指
す
資

米田謙三先生 宮重太一先生

藏下一成先生

ま
ず
は
使
っ
て
み
る
こ
と
で
、

効
果
を
実
感
す
る
こ
と
も
大
切

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
生
徒
の
資
質・能
力
の
育
成
に
向
け
て

効
果
的
に
使
う
た
め
に
、教
師
が
意
識
す
べ
き
こ
と

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
の
実
現
に
向
け
た
方
策
の
１
つ
と
し
て
、
児
童
生
徒
１
人
に
つ
き
1
台
の
端
末
（
以
下
、「
１

人
1
台
端
末
」）
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
高
校
で
は
、
整
備
中
の
学
校
や
活
用
に
着
手
し
た
ば
か
り
の
学
校
が
多
い

一
方
で
、
先
行
し
て
活
用
を
進
め
て
き
た
学
校
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
う
こ
と
自
体
が
目
的
の
段
階
で
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
よ
う
だ
。
校
内
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
輪
を
広
げ
つ
つ
、
自
校
の
教
育
目
標
と
し
て
掲
げ
た
資
質
・

能
力
を
生
徒
に
育
む
た
め
に
教
師
が
意
識
す
べ
き
こ
と
は
何
か
。
３
校
の
教
師
に
話
を
聞
い
た
。

課題整理

0-01-J-22909-001 2022 年度 VIEW next 高校版 12 月号 4 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

11/22
玄塲

念
校

12/02
玄塲 − −/−

− − −/−
− − −/−

−

 高校版  2022 December 4

P04-07_view-next-koukou-12g.indd   4P04-07_view-next-koukou-12g.indd   4 2022/12/02   12:052022/12/02   12:05



質
・
能
力
を
意
識
す
る
こ
と
は
必
要
だ

け
れ
ど
も
、
と
に
か
く
使
っ
て
み
よ
う

と
先
生
方
に
呼
び
か
け
て
、
今
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
実
際
、
数
学
の

授
業
で
は
、「
グ
ラ
フ
の
変
化
が
、
教

科
書
の
説
明
よ
り
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

い
」と
い
っ
た
声
が
生
徒
か
ら
上
が
り
、

数
学
が
苦
手
だ
っ
た
生
徒
が
主
体
的
に

学
習
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
な
ど
、

生
徒
の
学
び
に
早
く
も
変
化
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
っ
て

ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
の
育
成
が
促

進
さ
れ
る
の
か
は
、
生
徒
の
変
化
を
見

取
る
中
で
強
く
実
感
で
き
る
も
の
な
の

だ
と
も
思
い
ま
す
。
生
徒
の
変
容
や
成

長
の
話
を
校
内
で
持
ち
寄
る
中
で
、「
自

分
は
、
こ
の
資
質
・
能
力
を
伸
ば
す
た

め
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
こ
の
よ
う
に
使
お
う
」

な
ど
と
意
図
し
始
め
る
教
師
が
増
え
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

藏
下
　
私
も
、
ま
ず
は
使
っ
て
み
よ
う

と
い
う
意
識
は
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
生
徒
も
教
師
も
、
機
器
や
ア
プ
リ

の
操
作
に
慣
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す

し
、
使
っ
て
み
る
か
ら
こ
そ
、
授
業
の

課
題
が
見
い
だ
さ
れ
、
そ
れ
に
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
か
と
い
う
話
に
な
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
管
理
職
や

ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
の
教
師
は
、
生
徒
の

資
質
・
能
力
の
育
成
と
い
う
視
点
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

─
ま
ず
は
使
っ
て
み
て
、
生
徒
の
変

容
・
成
長
を
実
感
す
る
。
そ
の
上
で
自

校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な
活
用

方
法
を
見
い
だ
し
て
い
く
と
い
う
流
れ

が
大
切
な
の
で
す
ね
。
で
は
今
後
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
進
ん
で
い
く
中
で
、
ど

の
よ
う
な
点
に
留
意
す
べ
き
で
し
ょ
う

か
。

米
田
　
本
校
の
場
合
、
す
べ
て
の
教
育

活
動
の
根
底
に
「
探
究
的
な
学
び
」
が

あ
り
ま
す
。
課
題
発
見
、
問
題
解
決
、

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
ど
の

よ
う
に
活
用
す
れ
ば
活
動
が
充
実
す
る

の
か
と
い
う
点
は
、
本
校
の
す
べ
て
の

教
師
が
常
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
活
用
が
進
む
中
だ
か
ら
こ
そ

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は

あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
本
校
で
は
、
教
師
や
生
徒
が

目
的
に
合
わ
せ
て
コ
ン
テ
ン
ツ
や
ソ
フ

ト
を
自
由
に
選
択
し
、
使
い
こ
な
せ
ば

よ
い
と
い
う
考
え
を
徹
底
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
使
い
勝
手
の
よ
い
方

法
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
主
体
的
に
使
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
な
が
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
目
的
化

す
る
こ
と
を
防
ぐ
の
だ
と
思
い
ま
す
。

藏
下
　
私
も
、
生
徒
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
い

特集　使うからこそ見えてくる ICTの活用ポイント・活用目的

設
立
　
１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
４
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公

立
大
は
、
北
海
道
教
育
大
、
室
蘭
工
業
大
、
弘
前
大
、

岩
手
大
、
札
幌
市
立
大
、
青
森
県
立
保
健
大
、
青
森

公
立
大
な
ど
に
21
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
東
北
医

科
薬
科
大
、
東
北
学
院
大
、
学
習
院
大
、
駒
澤
大
、

日
本
体
育
大
、
明
治
大
な
ど
に
延
べ
92
人
が
合
格
。

設
立
　
１
９
９
１
（
平
成
３
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
１
０
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国
公
立

大
は
、
大
阪
大
、
岡
山
大
、
東
京
都
立
大
な
ど
に
５

人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
国
際
基
督

教
大
、
上
智
大
、
中
央
大
、
東
京
理
科
大
、
同
志
社
大
、

関
西
医
科
大
、
関
西
大
、
関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ

１
１
２
人
が
合
格
。
海
外
大
学
進
学
27
人
。

設
立
　
１
７
２
５
（
享
保
10
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
男
子
校

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
９
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国
公
立

大
は
、
東
北
大
、
東
京
工
業
大
、
東
京
大
、
一
橋
大
、

名
古
屋
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
、
九
州
大

な
ど
に
２
０
９
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、慶
應
義
塾
大
、

上
智
大
、早
稲
田
大
、同
志
社
大
、立
命
館
大
、関
西
大
、

関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
７
８
６
人
が
合
格
。

青
森
県
立
八
戸
西
高
校

進
路
指
導
部
主
任

宮
重
太
一
み
や
し
げ
・
た
い
ち

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴

任
し
て
２
年
目
。
数
学
科
。

大
阪
府
・
私
立
関
西
学
院
千
里
国
際
中

等
部
・
高
等
部

　進
路
情
報
セ
ン
タ
ー
長

米
田
謙
三 
よ
ね
だ
・
け
ん
ぞ
う

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴

任
し
て
６
年
目
。
地
理
歴

史
・
公
民
科
、
情
報
科
、

総
合
探
究
科
。

広
島
県
・
私
立
修
道
中
学
校
・
修
道
高
校

中
学
教
頭

藏
下
一
成 

く
ら
し
た
・
か
ず
な
り

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴

任
し
て
29
年
目
。
美
術
科
。

生
徒・教
師
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

自
由
に
使
え
る
環
境
が
必
要

学
校
概
要

学
校
概
要

学
校
概
要
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た
い
時
、
自
由
に
使
え
る
環
境
の
整
備

と
学
校
文
化
の
醸
成
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
本
校
で
も
、
６
〜
７
年
前

ま
で
は
、
生
徒
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

持
ち
込
み
を
禁
止
し
て
い
ま
し
た
。
そ

う
し
た
状
況
を
振
り
返
る
と
、
私
た
ち

は
ま
さ
に
大
き
な
意
識
改
革
を
乗
り
越

え
て
き
た
の
だ
と
改
め
て
思
い
ま
す
。

　
現
在
の
本
校
の
生
徒
た
ち
は
、
自
由

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
い
こ
な
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
思
考
を
整
理
す
る
際
、
タ
イ
ピ

ン
グ
ス
キ
ル
が
低
い
生
徒
は
、
最
初
か

ら
端
末
に
入
力
す
る
の
で
は
な
く
、
紙

に
メ
モ
を
取
り
、
あ
る
程
度
、
整
理
す

る
方
針
が
固
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
端
末
に

入
力
し
て
清
書
し
、
そ
れ
を
「Classi

」

（
＊
１
）
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
蓄
積

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
師
と
の
や
り

取
り
は
「Classi

」
で
行
い
、
外
部
と

の
や
り
取
り
はG

oogle

の
各
ソ
フ
ト

で
行
う
な
ど
、
生
徒
は
自
由
に
ツ
ー
ル

と
使
い
方
を
選
択
し
て
い
ま
す
。

宮
重
　
教
師
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
様
々
な
活
用

に
挑
戦
す
る
中
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
機
能
や

ア
プ
リ
の
よ
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
そ
の
次
の
段
階
と
し
て
、

「
こ
の
資
質
・
能
力
を
伸
ば
し
た
い
時

に
は
、
こ
の
ア
プ
リ
を
使
お
う
」「
こ

の
活
動
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
紙
ベ
ー

ス
が
優
れ
て
い
る
の
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使

う
必
要
は
な
い
」
と
い
っ
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
に
お
け
る
取
捨
選
択
の
視
点
が
明

確
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
私
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
い
始
め
て
ま
だ
半
年
で
す

が
、
今
は
ほ
ぼ
毎
時
間
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
、生
徒
に
メ
モ
を
取
ら
せ
る
時
や
、

定
期
考
査
な
ど
を
見
据
え
て
演
習
問
題

を
解
か
せ
る
時
な
ど
、
紙
ベ
ー
ス
の
方

が
よ
さ
そ
う
だ
と
思
っ
た
ら
、
端
末
で

は
な
く
、
ノ
ー
ト
や
プ
リ
ン
ト
、
問
題

集
な
ど
を
使
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

藏
下
　
授
業
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
時
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

る
の
か
、
教
師
が
見
通
し
を
持
っ
て
お

く
こ
と
も
大
切
で
す
。
本
校
で
は
、
目

的
意
識
を
持
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る

た
め
に
、「
デ
ジ
タ
ル・タ
キ
ソ
ノ
ミ
ー
」

（
＊
２
）
を
全
教
科
で
導
入
し
て
い
ま

す
（
図
１
）。「
タ
キ
ソ
ノ
ミ
ー
」
は
、

単
元
の
学
習
目
標
と
評
価
に
つ
い
て
、

学
習
者
を
主
語
と
す
る
文
言
を
使
っ
て

授
業
を
設
計
す
る
フ
レ
ー
ム
の
こ
と
で

す
。
そ
れ
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
際

の
学
習
者
の
動
き
を
記
し
た
も
の
が
デ

ジ
タ
ル
・
タ
キ
ソ
ノ
ミ
ー
で
す
。

　
縦
軸
は
知
識
次
元

で
、
事
実
的
知
識
の

上
に
概
念
的
知
識
、

手
続
き
的
知
識
、
メ

タ
認
知
的
知
識
が
あ

り
ま
す
。
横
軸
は
認

知
過
程
次
元
で
、
記

憶
の
上
に
理
解
、
応

用
、
分
析
、
評
価
、

創
造
と
６
段
階
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

授
業
内
の
活
動
が
縦

軸
と
横
軸
の
ど
こ
に

相
当
す
る
の
か
を
考

え
、
学
習
目
標
と
学

習
者
の
動
詞
（「
発

見
す
る
」「
関
連
づ

け
る
」
な
ど
）
を
、

生
徒
を
主
語
に
し
て

記
述
し
ま
す
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
生

徒
は
何
の
た
め
に

何
を
す
る
の
か
、
そ

の
際
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
含
め
、
ど
の
よ
う
な

ツ
ー
ル
を
ど
う
使
う
の
か
が
つ
ま
び
ら

か
に
な
り
、
授
業
を
ど
う
組
み
立
て
る

か
、
生
徒
に
ど
ん
な
声
か
け
や
発
問
を

す
る
と
よ
い
か
が
考
え
や
す
く
な
り
ま

知識次元 学習目標／学習者の動
詞／道具・手立て

認知過程次元（学びの深さ）

①記憶する ②理解する ③応用する ④分析する ⑤評価する ⑥創造する

A
事実的
知識

学習目標

学習者の動詞

道具・手立て（ICTを含む）

B
概念的
知識

学習目標

学習者の動詞

道具・手立て（ICTを含む）

C
手続き的
知識

学習目標

学習者の動詞

道具・手立て（ICTを含む）

D
メタ認知
的知識

学習目標

学習者の動詞

道具・手立て（ICTを含む）

※学校資料を基に編集部で作成。

修道中学校・修道高校が活用する「デジタル・タキソノミー・テーブル」図１

＊１　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi株式会社が提供する、学校教育でのICT活用を総合的に支援するサービス。
＊２　アメリカの教育心理学者ベンジャミン・ブルームによる教育目標分類学「ブルーム・タキソノミー」を基に、ローラン・アンダーソンとD・クラースウォール
がまとめたのが「改訂版タキソノミー」であり、それに ICT を活用した学習者の動きを加えることをアンドリュー・チャーチズが提案し、つくられたのが、「デジタル・
タキソノミー・テーブル」。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
方
法・ね
ら
い
を

整
理
し
た
授
業
デ
ザ
イ
ン
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す
。
そ
う
し
た
テ
ー
ブ
ル
を
作
成
す
る

こ
と
で
、
授
業
デ
ザ
イ
ン
が
明
確
に
な

り
、
生
徒
も
教
師
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

目
的
が
整
理
さ
れ
た
状
態
で
授
業
に
向

か
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

米
田
　
生
徒
を
主
語
に
し
た
授
業
デ
ザ

イ
ン
の
視
点
は
大
切
で
す
ね
。
生
徒
が

様
々
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
使
い
、
探
究

的
な
学
び
を
楽
し
み
な
が
ら
、
変
容
を

遂
げ
て
い
く
。
そ
の
際
、教
師
は
い
つ
、

ど
の
よ
う
に
生
徒
に
か
か
わ
る
の
か
を

整
理
し
て
、
そ
の
成
果
を
多
面
的
に
評

価
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

─
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
プ
ロ
セ
ス
を
示
す

Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｒ
（
セ
イ
マ
ー
）
モ
デ
ル
に
よ

る
と
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は
、「
代
替
」
→
「
拡

張
」
→
「
変
容
」
→
「
再
定
義
」
と
い

う
各
段
階
を
踏
ん
で
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
（
図
２
）。
各
校
で
は
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
進
ん
で
い
く
際
に
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
意
識
す
べ
き
だ
と
考

え
て
い
ま
す
か
。

宮
重
　
本
校
は
、
ま
ず
は
使
っ
て
み
る

と
い
う
段
階
（
代
替
）
に
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で

得
ら
れ
た
成
果
を
持
ち
寄
っ
て
、
ノ
ウ

ハ
ウ
を
共
有
し
、
活
用
を
学
校
全
体
の

動
き
に
広
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
今
後
、「
代
替
」
か
ら
「
拡
張
」

の
段
階
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く

中
で
、
修
道
高
校
の
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
す
る
授
業
の
流
れ
を
、
教
科
ご

と
に
体
系
化
し
て
い
く
取
り
組
み
が
必

要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

米
田
　
ま
ず
、
各
教
科
に
お
い
て
言
語

活
動
の
充
実
を
図
っ
た
り
、
教
科
を
横

断
し
た
授
業
を
設
計
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
生
徒
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
て
主
体
的

に
学
び
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
。
そ
の
上
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
に
関
す
る
生
徒
の
疑
問
に
答
え
る

体
制
が
校
内
に
必
要
で
す
。
本
校
の
場

合
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
扱
う
担
当
組

織
が
、
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
定
期
的
に
実
施
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
導
入
時
に
検
討
し
た
活
用
目
的
や
活

用
計
画
と
生
徒
、
教
師
の
現
状
を
照
ら

し
合
わ
せ
、
目
的
や
計
画
の
見
直
し
を

行
う
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

藏
下
　
初
め
て
電
子
黒
板
機
能
つ
き
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
時
、

本
校
の
教
師
は
板
書
を
省
く
た
め
の
ス

ラ
イ
ド
を
作
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
ワ
イ

ド
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
代
わ
る

と
、
ス
ラ
イ
ド
と
一
緒
に
別
の
映
像
資

料
を
映
す
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
１
人

１
台
端
末
が
実
現
す
る
と
、
一
斉
授
業

か
ら
個
別
最
適
な
学
び
、
生
徒
同
士
の

意
見
交
流
に
よ
る
協
働
的
な
学
び
へ
と

授
業
が
変
わ
り
ま
し
た
。そ
の
よ
う
に
、

ツ
ー
ル
が
変
わ
る
こ
と
で
授
業
が
変
わ

る
面
も
あ
り
ま
す
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

に
よ
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が
ど

う
変
わ
っ
た
の
か
を
見
取
る
こ
と
が
、

何
よ
り
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
学
び
の

成
果
を
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
発
表

す
る
こ
と
で
、
単
元
を
重
ね
る
ご
と
に

生
徒
の
思
考
力
や
表
現
力
が
向
上
し
て

い
く
姿
を
、
多
く
の
教
師
が
見
て
き
ま

し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
同
様
に
、
そ
の
活
用

を
通
じ
て
、
生
徒
の
学
び
が
広
が
り
、

深
ま
っ
て
い
く
過
程
を
目
の
あ
た
り
に

す
る
こ
と
で
、
教
師
の
実
践
も
よ
り
深

化
し
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

３
校
の
取
り
組
み
の
詳
細
を

次
ペ
ー
ジ
か
ら
紹
介

教育における ICT 活用の段階を示すモデル。段階の内容と
数は、下から「代替」、「拡張」、「変容」、「再定義」の４段
階。拡張と変容の間に点線があるのは、変容の段階になると、
ICT 活用が飛躍的に広がりを見せるためだ。同時に、教師と
生徒のかかわり方も変化することが予想される。

出典／ Ruben R. Puentedura（2010）SAMR and TPCK:Intro to 
Advanced Practice　の図を日本語訳

Redefinition
以前はできなかった

新しい実践を可能にする

Modification
実践の再設計を可能にする

Augmentation
従来のツールの代替になることに加え、

新たな機能が付加される

Substitution
機能的な拡張はなく、

従来のツールの代替となる

再定義

変容

拡張

代替
強
化

変
換

En
ha
nc
em

en
t

Transform
ation

SAMR（セイマー）モデル図２

特集　使うからこそ見えてくる ICTの活用ポイント・活用目的

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の

「
次
の
ス
テ
ッ
プ
」を
見
通
す
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